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「土山蔵書目録」─江戸時代の朝廷下級役人の知的営為─
武 田 和 也

国立国会図書館の蔵書から

書
籍
の
流
通
が
拡
大
し
た
江
戸
時
代
。
書
籍
を
用

い
た
知
的
交
流
も
盛
ん
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

知
的
営
為
が
分
か
る
「
土つ

ち
や
ま山
蔵
書
目
録
」
は
、
土

山
家
伝
来
の
資
料
群
「
禁
裏
御
所
御
用
日
記
」（
全

３
９
３
冊（

１
））
に
含
ま
れ
る
一
冊
で
、
１
８
８
タ
イ
ト

ル
９
０
４
冊
の
書
籍
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す（

２
）。

土
山
家
は
「
御み

随ず
い
じ
ん身
」
と
し
て
朝
廷
の
儀
式
の
際

に
大
臣
・
大
将
に
供
奉
す
る
役
等
を
務
め
る
ほ
か
、

御
所
の
日
常
業
務
を
担
う
口く

ち
む
き向
の
筆
頭
職
「
取と
り（
執
）

次つ
ぎ

」
も
兼
ね
た
朝
廷
の
下
級
役
人
（
地じ

げ下
官か
ん
じ
ん人
）
の

家
で
す
。御
所
清
和
院
御
門
前
の
元
百
万
遍
屋
敷（
上

京
区
）
に
「
武
家
構
え
の
大
家
」
と
称
さ
れ
た（

３
）屋
敷

を
持
ち
、江
戸
幕
府
か
ら
石
倉
村
・
白
井
村（
伏
見
区
・

向
日
市
）
に
１
２
５
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
日
蓮
宗
の
本ほ

ん
せ
い
じ

清
寺（
伏
見
区
）や
頂ち
ょ
う
み
ょ
う
じ

妙
寺（
左 

京
区
）
を
菩
提
寺
と
し
て
お
り
、久こ

我が

家け

（
堂ど
う
じ
ょ
う
け

上
家
） 

と
は
一
種
の
主
従
関
係
（
家け
ら
い礼
）
に
あ
り
ま
し
た（
４
）。

蔵
書
を
内
閣
文
庫
の
国
書
分
類
を
参
考
に
整
理
す

る
と
「
歴
史
」（
21
タ
イ
ト
ル
・
11
％
）「
典
礼
・
儀
式
」

（
23
タ
イ
ト
ル
・
12
％
）「
漢
籍
・
準
漢
籍
」（
30
タ

イ
ト
ル
・
16
％
）や「
神
祇
」（
25
タ
イ
ト
ル
・
13
％
）「
文

学
」（
40
タ
イ
ト
ル
・
21
％
）「
言
語
」（
23
タ
イ
ト
ル
・

12
％
）
の
割
合
が
高
く
、
記
載
順
は
、
前
半
に
「
歴

史
」「
典
礼
・
儀
式
」、中
盤
に
「
神
祇
」「
文
学
」「
言

語
」、
後
半
に
「
漢
籍
」「
準
漢
籍
」
が
多
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
著
者
を
調
べ

る
と
、
皆み

な
が
わ川
淇き
え
ん園
（
儒
者
）
の
著
書
が
12
冊
も
あ
る

今 月 の 一 冊

土山蔵書目録（禁裏御所御用日記 第 358冊）
写；12×33cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592981/1/3

土山蔵書目録 　https://dl.ndl.go.jp/pid/2592981/1/3 
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ほ
か
、
蘭
学
者
（
志し
づ
き筑
忠た
だ
お雄
、
大お
お
つ
き槻
玄げ
ん
た
く沢
）、
国
学

者
（
賀か

も
の
ま
ぶ
ち

茂
真
淵
、
本も
と
お
り居
宣の
り
な
が長
・
大お
お
ひ
ら平
父
子
、
平ひ
ら
た田

篤あ
つ
た
ね胤
等
）
の
著
作
も
見
ら
れ
、
刊
行
年
を
分
か
る
範

囲
で
調
べ
る
と
、
１
７
５
０
～
１
８
５
０
年
の
間
の

も
の
が
４
分
の
３
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。（
以
下
、「
土
山
蔵
書
目
録
」
記
載
の
書
籍
は
本

文
中
で
太
字
に
し
て
い
ま
す
。）

こ
れ
ら
の
特
徴
は
同
家
が
必
要
と
し
た
知
識
や
蔵

書
が
構
築
さ
れ
た
年
代
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
入
手
先
は
地
下
官
人
社
会
に
あ
り
ま
し

た
。「
延
喜
式
」
は
享
保
14
（
１
７
２
９
）
年
１
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
勢せ

た多
章
堅
（
取
次
・
検
非
違

使
）
か
ら
断
続
的
に
借
り
受
け
て
お
り（

５
）、
そ
の
際
書

き
写
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
庭て

い
き
ん
お
う
ら
い

訓
往
来
」
は

元
文
４
（
１
７
３
９
）
年
１
月
に
徳
田
孫
三
郎
（
仕

丁
頭
）
か
ら
取
得
し
て
お
り（

６
）、「

弘こ
う
あ
ん
れ
い
せ
つ

安
礼
節
」
に
は

藤ふ
じ
き木
庚つ
ぐ
き
よ清（
日
記
役
）の
蔵
書
を
文
化
13（
１
８
１
６
）

年
に
写
し
た
と
記
載
が
あ
る
ほ
か（

７
）、
原は
ら

在ざ
い
め
い明
（
画

家
・
縫ぬ

い
ど
の
り
ょ
う
し
し
ょ
う

殿
寮
史
生
）
か
ら
は
絵
画
を
借
り
受
け
て
い

て（
８
）、
そ
の
入
手
先
は
多
様
で
す
。
ま
た
、
京
都
府
立

京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
「
土
山
家
文
書
」
に
は
日ひ

の野

資す
け
の
り矩
（
堂
上
家
）
自
筆
の
文
化
15
（
１
８
１
８
）
年

９
月
付
の
「
大
嘗
会
申
沙
汰
備
忘
日
記
」
が
含
ま
れ

て
お
り
、
19
世
紀
に
は
入
手
先
が
上
層
の
公
家
に
及

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
逆
に
土
山
家
の
蔵

書
が
貸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
西
尾
市
立
岩
瀬
文

庫
蔵
の
三

さ
ん
じ
ょ
う条
公き
ん
お
さ修
（
堂
上
家
）
書
入
本
「
令り
ょ
う
の
ぎ
げ

義
解
」

著者名 生没年 冊数 著書 備考

皆川淇園 1734 ～ 1807 12 「名
めい

疇
ちゅう

」「易
えき

原
げん

」「淇
き

園
えん

文
ぶんしゅう

集」ほか 儒者

本居宣長 1730 ～ 1801 7 「古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

」「源
げ ん じ

氏 物
ものがたり

語 玉
たま

の
の

小
お ぐ し

櫛」ほか 国学者

賀茂真淵 1697 ～ 1769 7 「祝
の り と

詞考
こう

」「冠
か ん じ

辞考
こう

」ほか 国学者

平田篤胤 1776 ～ 1843 6 「古
こ し

史成
せいぶん

文」「霊
た ま の

能真
みはしら

柱」ほか 国学者

一
いちじょう

条 兼
かねよし

良 1402 ～ 1481 4 「桃
と う か

華蘂
ずいよう

葉」「公
く じ

事根
こんげん

源」ほか 公家

北
きたばたけ

畠 親
ちかふさ

房 1293 ～ 1354 4 「職
しょく

原
げん

抄
しょう

」「神
じんのう

皇正
しょうとうき

統記」ほか 公家

度
わたらい

会延
のぶよし

佳 1615 ～ 1690 3 「陽
ようふく

復記
き

」「神
じんぐう

宮秘
ひ で ん

伝問
もんどう

答」ほか
伊勢神宮

権禰宜

本居大平 1756 ～ 1833 2 「万
まんよう

葉山
やま

常
とひゃくしゅ

百首」ほか 国学者

土山家蔵書の主な著者

日本書紀 , 続日本紀 , 続日本後紀 ,文徳実録,三代実録,令義解,律,唐律疏議 , 類聚三代格,延喜式 ,
儀式 , 内裏式 , 西宮記 , 北山抄, 江家次第,神皇正統記 , 旧事記 , 古事記 ,逸令考, 仮名装束抄, 鞆考,
禁秘抄,拾芥抄,御代始抄,代始和抄,天智外記 ,公事根源 ,年中行事,東宮年中行事,選叙令結階私考,
大槐秘抄, 廰下部附物抄,  衛府装束抄, 禁腋秘抄, 貴嶺問答, 世俗浅深秘抄, 桃華蘂葉, 北山行幸記 ,
姓 氏 録, 陵 考, 山陵 志, 諸家知譜 拙記 , 皇年代 記 , 飾 抄, 物具装 束抄, 職 原抄, 名目抄, 紹運 録,
群書類従 紹運 録, 和漢年契, 法曹至要 抄, 君臣略 伝 , 大 系図, 古事記伝 , 万葉 集, 古今集打聞,
伊勢物語古意,湖月抄,竹取物語抄,枕草子春曙抄,古今六帖,新撰六帖, 和名抄,冠辞考,言葉の玉緒,
袖中抄, 八雲御抄, 呉竹集, 万葉東語栞, 語意考, 歌意考, 文意考, 字音仮名用格, 祝詞考, 桐火桶,
祝詞考, 新撰字鏡 , 古言梯, 漢字三音考, ふりわけ髪, 徒然草, 霊語通 , 三部抄之抄, 和字正濫抄,
譯文童喩 , 国文世々の跡, 悦目抄, 和歌八重垣, 文の栞, 歌文要語, 土佐日記抄, 源氏玉の小櫛,
源註拾遺,紫式部日記 ,群書類従十六夜日記 ,清輔雑談集,新撰万葉集,万葉集燈,古語拾遺,元々集,
神 代 巻 抄, 仮 名 神 代 巻, 五 部 之 書, 神 代 巻 惟 足 講 説 , 中 臣 祓 諸 葉 草, 陽 復 記 , 神 明 憑 談 ,
開闢第一之一書, 神令, 東家秘伝 , 神宮秘伝問答, 神宮続秘伝問答, 古史成文, 古史徴 , 開題記 ,
神代系図,たまのみはしら,五経 ,二大家文集,四書,四書,史記 , 左氏傅,国語,呂氏春秋, 韓非子,荘子,
文章軌範 , 史記助字法, 左伝助字法, 学語篇, 詩筌, 尺牘式 , 虚字解, 続虚字解, 字彙 , 古文前集,
古文後集,春秋存疑,老子繹解,易原,孝経 ,唐詩選掌故,韻鏡 ,名疇,雑字類篇,世説講義 ,蒙求,実字解,
世説啓微 , 助字詳解, 遷史戻柁 , 易学階梯, 五経 , 中庸繹解, 和漢名數, 可成談 , 六諭衍義 , 佛道大意,
蘭学階梯, 庭訓往来, 好古日録, 好古小録, 環海異聞, 釈氏稽古録, 釈氏要覧, 古野の若菜, 三大考弁論,
鎖国論, 鈴屋都日記 , 淇園文 集, 遠古度点 , 万那備 能広 道, 口遊, 柳営秘鑑, 公 儀 年中御規式 ,
裁許 破掟背ノ内, 衝口発, 鉗 狂 人 , 御幸宸記 , 言葉直 路, 官職 便 覧, 古義 韻 鏡 , 万葉山常百首,
改編はしかきふり, 直日霊, 尺牘双魚 , 閑窓自語

「土山蔵書目録」記載書籍一覧

「御随身」で儀式に供奉する際の姿　「装束着用之図」２（丑
58）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2553401/1/17

「執（取）次」として勤務する姿「十二月大樹薬園之薬種進献之儀」
（東京国立博物館蔵「旧儀式図画帖」） 

https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/E0038372
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に
は
享
和
元
（
１
８
０
１
）
年
に
土つ
ち

山や
ま

武た
け

貞さ
だ

の
「
令

義
解
」
で
校
合
し
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
梅う

め
た
に渓

恭ゆ
き
み
ち道
（
堂
上
家
）
に
「
続
し
ょ
く

日に
ほ
ん本
後こ
う
き紀
」、
日ひ

の野
資す
け
な
る愛

（
堂
上
家
）
に
「
延
喜
式
」、
座さ

い
だ田
維
直
（
院
雑
色
）

に
「
千ち

ぢ
の
ひ
と
こ
と

一
言
」
が
貸
出
さ
れ
て
も
い
ま
す（
９
）。
こ
う
し

た
関
係
は
教
育
の
面
で
も
見
ら
れ
、
土
山
家
で
は
子

息
が
８
歳
前
後
に
な
る
と
手し

ゅ

跡せ
き（
書
道
）や
素そ

読ど
く（
漢

文
暗
唱
）
の
指
導
を
、
手
跡
能
力
が
求
め
ら
れ
る
役

職
の
地
下
官
人
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
蔵
書
に
含
ま

れ
る
儒
教
の
基
本
書
「
四
書
五
経
」
や
読
み
書
き
の

教
科
書
で
あ
る
「
庭
訓
往
来
」
は
子
息
の
教
育
に
用

い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

18
世
紀
後
半
の
土
山
家
は
幕
府
直
参
格
が
認
め
ら

れ
ず
、
御
随
身
の
触ふ

れ
が
し
ら頭の
地
位
も
奪
わ
れ
そ
う
に
な

る
等
、
そ
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
状
態
で
し
た
。
こ

の
頃
、
社
会
的
に
は
武
士
身
分
へ
の
上
昇
意
欲
か
ら

く
る
下
級
武
士
・
庶
民
の
間
で
の
儒
学
へ
の
学
習
熱

が
、
地
下
官
人
社
会
内
で
は
家
数
増
の
中
で
生
き
残

り
を
か
け
有
職
故
実
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
同
家
の
知
的
交
流
は

公
家
社
会
外
へ
も
拡
大
し
、
蔵
書
に
も
反
映
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

寛
政
11
（
１
７
９
９
）
年
、
武
貞
は
皆
川
淇
園
門

下
と
な
り
、
文
化
７
（
１
８
１
０
）
年
に
は
本
居
大

平
の
弟
子
と
も
な
っ
て
京
の
鈴す

ず
の
や
も
ん

屋
門
（
本
居
宣
長
派

の
和
歌
の
一
派
）「
鐸ぬ

で
の
や舎
」
に
参
加
し
ま
す
。
山や
ま

本も
と

季す
え

鷹た
か

（
国
学
者
・
上
賀
茂
社
家
）
の
和
歌
会
へ
の
参

注：年齢は数え、典拠（コマ数）は『禁裏御所御用日記』の冊数と国立国会図書館デジタルコレクションのコマ数 https://dl.ndl.go.jp/pid/2610138
* 武之助が寛保 3（1743）年に 19 歳で死去した主水（了達院是空）のことであれば当時 9 歳

年月日 対象 年齢 依頼先（役職）
典拠

（コマ数）

享保 18（1733）年 3 月 2 日 武之助 不明 * 不明
第 80 冊
（117）

天明 8（1788）年 4 月 2 日 秀太郎（武貞） 8 歳 手跡：清水俊之進（勘
かん

使
づかい

買
かい

物
もの

使
し

）
第 103 冊

（34）

天明 9（1789）年 9 月 1 日 秀太郎（武貞） 9 歳 読書：濱嶋等庭（内膳司）
第 103 冊
（176）

文化 6（1809）年 1 月 17 日 犀次郎（武
たけ

経
つね

） 8 歳 手跡・素読：村雲清信（御随身）
第 114 冊
（131）

文政 4（1821）年 7 月 8 日 武
たけ

錫
とう

13 歳
手跡：小谷藤馬（板元吟味役）
素読：遠藤敬蔵（板元役）

第 123 冊
（156）

子息の素読・手跡稽古開始年

出典：正宗敦夫 編『地下家伝』（覆刻日本古典全集）現代思潮社 , 1978 ＜GB43-117＞、「親類書」『禁裏御所御用日記』第 370 冊、「土山家過去簿」（京
都市歴史資料館蔵「土山家文書」5421-152〜161）、「地下官人家伝」十二上（京都府立京都学・歴彩館蔵「下橋家資料」）、宮内庁書陵部蔵

「御内儀侍中家譜」https://doi.org/10.20730/100289833 、賀茂県主同族会蔵「賀茂祢宜神主系図」https://adeac.jp/adeac-arch/top/004/
index.html や『禁裏御所御用日記』内の記載事項をもとに作成した。

土山家系図 (吉田家家老・周防守) (吉田家家老・河内守)

(禁裏御医師) 鈴鹿隆啓 －鈴鹿連従
御薗常言娘 (安芸権守) ||

敬禮氏本岡||
岡本氏雅 (犀次郎) (丹波篠山藩家老蜂須賀小平太娘)

(常刀・上賀茂社家・恭礼門院御使番) 武 経 歌
(禁裏御医師) 娘 (秀太郎) || 武 郁
施薬院宗真 武 匡 || 武 貞 武 錫 = 武 宗  

|| 武 辰 （実は山科元棟次男）

武 親 郎次益辰鶴
武 徳 (岡本氏禮養女に)

 || 武 屋 (清和門院年寄・千重田／芝桂院) (養子・改名)

赤塚芸庵娘 || 武 真 登起(登勢) (丹後介・禁裏御医師)
(儒者・上北面) 石井次郎右衛門娘 || 娘 || 元 淑

(旗本仙石因幡守家来) 山本恕軒娘 || 山科元棟
(禁裏御医師) 村田春敷 (医師)

(縫殿頭・恭礼門院取次・史) 山脇道作娘
主 水 (左近将曹・御随身) (山脇元冲・医師)

※寛保3(1743)死 村雲敬信 (弾正忠・検非違使)

(土佐守・久我家諸大夫) 小佐治光文 光 宗
森 辰諄 || 

おきみ 光 敦
(連歌師・里村昌逸娘)

(甲斐守・久我家諸大夫)

森 辰夏
娘
||

種田貞行
(因幡守・鷹司家諸大夫)

凡例：|| 婚姻関係 , ＝ 養子関係
　　 �太字は土山家当主（「土山家過去簿」（京都市歴史資料

館蔵）による）

3 国立国会図書館月報 775号 2025.11

https://dl.ndl.go.jp/pid/2610138
https://doi.org/10.20730/100289833
https://adeac.jp/adeac-arch/top/004/index.html
https://adeac.jp/adeac-arch/top/004/index.html


加
も
見
ら
れ
ま
す（
（1
（

。
甥
で
土
山
家
を
継
い
だ
武た
け

宗と
き

は

天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
８
月
に
山や

ま
だ田
有あ
り
と
し年
（
国
学

者
・
吉
田
社
家
）に
入
門
し
て
い
ま
す（

（1
（

。
ま
た
、中
元
・

歳
暮
の
贈
答
先
に
は
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
名
が

あ
り
土
山
家
が
公
家
社
会
内
外
の
多
様
な
専
門
知
と

繋
が
っ
て
い
る
状
況
が
垣
間
見
え
ま
す
。
蔵
書
は
こ

の
よ
う
な
関
心
を
反
映
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
享
和

２
（
１
８
０
２
）
年
12
月
に
は
、
山や

ま
だ田
以も
ち
ふ
み文
（
国
学

者
・
吉
田
社
家
・
有
年
の
祖
父
）
か
ら
「
好
古
日
録
」

が
贈
ら
れ
て
も
い
ま
す（

（1
（

。

さ
ら
に
、武
貞
は
享
和
３
（
１
８
０
３
）
年
に
は
、

高
橋
宗
孝
（
国
学
者
・
御み

ず
し
ど
こ
ろ
あ
ず
か
り

厨
子
所
預
）
と
勢
多
家
の

「
延
喜
式
」
の
校
合
を
行
っ
て
お
り
、
武た

け

錫と
う

も
文
政

13（
１
８
３
０
）年
２
月
、山
田
以
文
や
宗
孝
の
子
・

高
橋
宗
芳
（
有
職
家
）
の
「
江ご

う

家け

次し
だ
い第
」
の
学
習
会

に
参
加
す
る（

（1
（

等
、
同
好
の
士
と
の
研
究
活
動
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
享
和
３
年
９
月

に
は
、
版
元
の
竹ち

く

苞ほ
う

書し
ょ

楼ろ
う

（
銭
屋
惣
四
郎
）
が
、
刊

行
前
の
校
合
作
業
へ
の
従
事
の
お
礼
と
し
て
、
刊
行

さ
れ
た
「
内
裏
式
」
を
持
参
す
る
等（

（1
（

、
新
た
な
書
物

を
生
み
出
し
て
も
い
ま
す
。
武
貞
は
文
化
13
年
、
自

著
「
千
一
言
」
の
公
表
も
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
武
貞
を
「
志
深
き
学
者
」
と
す
る

本
居
大
平
は
「
古
事
記
伝
首
巻
」「
直な

お
び
の
み
た
ま

日
霊
」
を
贈

る（
（1
（

一
方
、
資
料
の
参
照
・
閲
覧
先
を
相
談
し
て
い

ま
す（

（1
（

。
ま
た
、
上
京
時
に
は
度
々
武
貞
と
面
会
し
、

富と
み
の
こ
う
じ

小
路
貞さ
だ

直な
お

（
堂
上
家
）
宅
に
は
同
行
さ
せ
終
夜
国

学
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
て
も
い
ま
し
た（

（1
（

。武
貞
を「
実

に
よ
き
学
者
」
と
す
る
平
田
篤
胤
は
、上
京
時
に
「
開

題
記
」「
古こ

史し

成せ
い

文ぶ
ん

」
を
贈
り
ま
す
が
、
土
山
邸
で

国
学
者
た
ち
と
議
論
し
、「
言こ

と
ば
の
た
だ
じ

葉
直
路
」「
千
一
言
」

を
借
り
受
け
、
武
貞
に
朝
廷
内
の
こ
と
を
尋
ね
て
い

ま
す
。
こ
の
際
、
光
格
上
皇
の
絵
や
有あ

り
す
が
わ
の
み
や

栖
川
宮
韶つ
な

仁ひ
と

親
王
の
書
が
武
貞
経
由
で
下
賜
さ
れ
ま
し
た（
（1
（

。当
時
、

学
識
の
あ
る
者
は
、
公
家
社
会
及
び
そ
の
周
縁
に
広

が
る
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
取
次
慣
行
に
よ
り

朝
廷
や
公
家
社
会
と
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
さ
れ
ま
す
。
本
居
大
平
や
平
田
篤
胤
が
武
貞
と
接

点
を
持
と
う
と
し
た
の
は
、
彼
の
持
つ
知
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
学
識
を
期
待
し
て
の
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

同
目
録
に
は
書
込
も
多
数
あ
り
ま
す
。
更
な
る
分

析
で
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す（
（1
（

。

土山家の中元・歳暮の贈答先

年月日 贈答先 典拠
（コマ数）

寛政 10（1798）年 7 月 8 日
【太鼓】佐々木将監（一条家家臣）
【儒学】三崎譲
【歌学】澤真風
【国学】山田以文

第 107 冊
（151）

寛政 11（1799）年 12 月 18 日

【儒学】皆川淇園
【儒学】北小路竹窓カ
【書】上田成美（大炊御門家家臣）
【弓術】松野兵庫
【剣術】藤井（總博）カ（衛士）
【雅舞】佐々木将監 
【和歌】澤真風 
【柔術】近藤笈之助
【和学】山田以文 
【蘭学】辻章従（久我家家臣）
【楽笛】辻高美（南都楽人）

第 108 冊
（141）

文化 7（1811）年 7 月 5 日

【古学】服部中庸
【有職】山田以文
【漢学】北小路竹窓
【射術】松野兵庫
【雅楽太鼓】佐々木雅楽允（将監カ）

第 115 冊
（135）

文化 7（1811）年 12 月 17 日

【有職】山田以文
【國古学】服部中庸
【漢学】北小路竹窓
【射術】松野兵庫（義敬） 
【雅楽太鼓】佐々木雅楽允

第 115 冊
（152,153）
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①上賀茂社：山本季鷹
②百万遍村：遠藤敬蔵
③吉田社：鈴鹿隆啓・連従 , 山田以文・有年
④頂妙寺
⑤安井門前月見町/ 下河原：上田成美
⑥乾御門上ル西側：久我家
⑦中筋東側：富小路貞直
⑧梨木町：浜嶋等庭 , 高橋宗孝・宗芳

「細見京絵図大全　天保改正新増」（徳島大学附属図書館所蔵）を改変
https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/~archive/k/k011.html

本記事の登場人物の居住地等

⑨廬山寺前：小佐治光文
⑩元百万遍屋敷：土山家 , 村雲清信 , 小谷藤馬
⑪富小路丸太町下ル：清水俊之進
⑫富小路竹屋町南：山科元棟
⑬車屋町丸太町南：北小路竹窓
⑭堺町二条上ル：山本恕軒
⑮寺町通姉小路上ル：竹苞書楼
⑯一条室町西：里村昌逸

⑰中立売室町西：皆川淇園
⑱中立売室町東：原在明
⑲東堀川中立売南：山脇道作
⑳中長者油小路東：澤真風
㉑室町上長者町上ル：三崎譲
㉒錦小路室町西：服部中庸
㉓烏丸四条上ル：鐸舍
㉔石倉村・白井村・久我村（本清寺）

※住所については、朝幕研究会編『近世朝廷人名要覧』( 人文叢書 ; 1), 学習院大学人文科学研究所, 2005 ＜GB12-J15＞や国際日本文化研究センター
「平安人物志」 https://lapis.nichibun.ac.jp/heian/index.html 等を参照した。
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１ 御 用 日 記 以 外 に 家 事 日 記 や 古 文 書 等 を 含 み ま す（ 一 部 未 デ ジ
タル化のものがあります）。「帝国図書館文書」所収の「大正 6

（1917） 年 4 月 6 日 付 積 書 」 ＜ 帝 文 -682 ＞ https://dl.ndl.go.jp/
pid/11447441/1/187 によると、京都・春和堂の若林政吉から購入し
たことがわかります。なお、京都府立京都学・歴彩館所蔵『新院御
所日記』は『禁裏御所御用日記』と元々一括であったとされています。

２ 横帳形式の 25 丁の帳面の前半（1 ～ 9 丁目）に記載されていま
す。天明の大火（1788 年）で土山邸は焼失しましたが、土蔵は焼
け残っており（『禁裏御所御用日記』第 103 冊 https://dl.ndl.go.jp/
pid/2592733/1/16 ）、大火以前からの蔵書は焼失を免れたと思われ
ます。なお、後半には書籍が納められている蔵とは別の蔵にある諸
道具類が書かれています。供膳具が多い点は、上層の町人・農民と
共通するといえます。

３ 「文政六年平田篤胤上京日記」文政 6（1823）年 8 月 22 日条（『国立
歴史民俗博物館研究報告』128, 2006 ＜ Z8-2017 ＞）

４ 久我家が土山家の官位昇進の申請書を事前に確認したり（前掲注 2, 
第 176 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592808/1/120 ）、 久 我 家 の 任 官
時のお礼のための参内に土山家が付き従ったりする（同 , 第 115 冊 
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592746/1/145 ）等「家礼」の特徴とされる
行動をしています。

５ 同上 , 第 76 冊
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/43
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/48
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/49
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/56
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/63
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592708/1/72

６ 同上 , 第 86 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592716/1/19
７ 同上 , 第 327 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592951/1/29
８ 「粉本借進扣」文化 14（1817）年 6 月 1 日条、文政 7（1824）年 9

月 3 日条（冷泉為人「原派の絵画」『賀茂文化研究』4, 1995 https://
dl.ndl.go.jp/pid/2207726/1/36）

○参考文献
相曽貴志「勢多家旧蔵延喜式について」『国立歴史民俗博物館研究報告』218, 2018 ＜Z8-2017＞
石上英一『日本古代史料学』東京大学出版会, 1997 ＜GB161-G84＞
今和泉大「部会ニュース　近世史部会　近世地下官人の特質に関する一考察」『日本史研究』642, 2016 https://dl.ndl.go.jp/pid/13007329/1/106
岩崎奈緒子 編『土山家文書目録』京都大学総合博物館 , 2009 ＜GB5-J66＞
京都書肆変遷史編纂委員会編『京都書肆変遷史』京都府書店商業組合, 1994 ＜UE111-E58＞
小泉和子「暮らしの道具」朝尾直弘ほか編『岩波講座日本通史』13 （近世 3）, 岩波書店, 1994 https://dl.ndl.go.jp/pid/13179788/1/179
佐々木利和 , 谷本晃久「『夷酋列像』の再検討に向けて　シモチ像と「叡覧」と」『北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要』2, 2017
＜Z72-M190＞
スウェン・ホルスト「近世近衛府番長の発展」『国際社会研究　福岡女子大学国際文理学部紀要』2, 2013 ＜Z72-E355＞
内閣文庫『改訂内閣文庫国書分類目録』上・下・索引, 国立公文書館内閣文庫 , 1974
https://dl.ndl.go.jp/pid/12402524
https://dl.ndl.go.jp/pid/12402525
https://dl.ndl.go.jp/pid/12402526
西村慎太郎「近世後期地下官人の有職知」『論集きんせい』29, 2007 ＜Z8-1507＞
同『近世朝廷社会と地下官人』吉川弘文館 , 2008 ＜GB341-J36＞
林奈緒子「一八世紀初頭の院御所における口向の実態」『京都学・歴彩館紀要』8, 2025 ＜Z72-R588＞
福田道宏「『禁裏御所御用日記』について」『近世御用絵師の史的研究』思文閣出版 , 2008 ＜KC126-J2＞
藤井芙紗子「藤井高尚と鐸舎」『國語國文』46（12）, 1977 ＜Z13-345＞
細谷篤志「近世朝廷の記録管理と実務組織「口向」」『国文学研究資料館紀要 アーカイブズ研究篇』17, 2021
https://kokubunken.repo.nii.ac.jp/records/4200
松田敬之「近世期の近衛府官人（御随身）」『花園史学』24, 2003＜Z8-1855＞
宮城公子『幕末期の思想と習俗』ぺりかん社 , 2004＜HA12-H9＞
明治大学刑事博物館編『明治大学刑事博物館目録』3（山城国土山家文書）, ５（土山淡路守文書）, 明治大学刑事博物館 , 1953, 1954
＜Z2-305＞ ※3号は当館未所蔵

「藤垣内門人姓名録」『三重県史』資料編（近世 5）, 三重県 , 1994 https://dl.ndl.go.jp/pid/9572208/1/513
宗政五十緒 校注「有斐斎受業門人帖 二」宗政五十緒 , 多治比郁夫 編『名家門人録集』上方芸文叢刊刊行会, 1981 https://dl.ndl.go.jp/pid/12221311/1/40

※＜＞内は当館請求記号。

9   京 都 大 学 総 合 博 物 館 蔵「 土 山 家 文 書 」 文 書 番 号 847・1248・
1249・1263。梅渓・日野は武貞と同じ皆川門下、座田は武宗が学
習院御用掛を務めた際の雑掌役でした。

10  前掲注 3, 文政 6（1823）年 10 月 5 日条
11  前掲注 2, 第 135 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592766/1/47
12  同上 , 第 110 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592740/1/112
13  同上 , 第 131 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592762/1/19
14  同上 , 第 110 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592740/1/240
15  「文政 10（1827）年 1 月 12 日付竹村茂雄宛本居大平書簡」（佐々

木信綱「伊豆の家苞」『こころの華』2（10）, 1899 https://dl.ndl.
go.jp/pid/2381786/1/13）

16  年不詳「［二一］8 月 29 日付三井高蔭宛本居大平書簡」（簗瀬一雄
「本居大平書翰集（一）」『愛知淑徳短期大学研究紀要』25 https://

dl.ndl.go.jp/pid/1740575/1/67 ）、同「［七五］8 月 12 日付土山武
貞宛本居大平書簡」（同「本居大平書翰集（三）」『愛知淑徳短期大
学研究紀要』27 https://dl.ndl.go.jp/pid/1740578/1/58 ）

17  「春の錦」文化 13（1816）年 2 月 14 日、3 月 3・7・9 日条（『葭』 
24, 2011 ＜ HA28-J18 ＞）、「⑩文政 2（1819）年 6 月 12 日付内池
与十郎等宛本居大平書簡写」『福島市史資料叢書』58, 福島市教育
委員会 , 1991 https://dl.ndl.go.jp/pid/9540825/1/99

18  前掲注 3, 文政 6 年 8 月 22 日、9 月 13・26 日条、「気吹舎文集」1
（『新修平田篤胤全集』15, 名著出版 , 1978, p.360 ＜ HA26-6 ＞）、「文

政六年平田篤胤上京日記（続）」文政 6 年 10 月 17 日条（『国立歴
史民俗博物館研究報告』146, 2009 ＜ Z8-2017 ＞）

19  例えば、「湖月抄」に「右千重田江」と土山武辰の娘・千重田に
同書を譲った旨の本文と同筆と思われる注記がありますが（前掲
注 2, 第 358 冊 https://dl.ndl.go.jp/pid/2592981/1/9）、登起（登勢）
が大宮御所（新清和院（光格天皇中宮））の年寄に就任し「千重
田」に改名したのは天保 4（1833） 年 3 月 17 日（同上 , 第 133 冊 
https://dl.ndl.go.jp/pid/2592764/1/20 ）のため、「土山蔵書目録」
が執筆されたのはそれ以降と推定されます。なお、今回の調査で
は蔵書の現物は確認できませんでした。
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毎
週
木
曜
日
、
雑
誌
資
料
係
で
は
朝
決
ま
っ
た
時
間
に

な
る
と
、
数
名
の
職
員
が
地
下
の
書
庫
へ
向
か
い
ま
す
。

新
た
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
な
ど
、
こ
れ
ま
で
当
館
に
所
蔵

が
な
か
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
資
料
（「
新し

ん
う受
け
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
）
を
受
け
取
り
に
行
く
た
め
で
す
。

　
「
新
受
け
」
の
資
料
は
、
受
入
担
当
の
部
署
で
デ
ー
タ

が
作
ら
れ
、
請
求
記
号
が
タ
イ
ト
ル
ご
と
に
付
与
さ
れ
て

か
ら
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
我
々
は
、
数
年
先
を
見
越
し
、

タ
イ
ト
ル
ご
と
に
仕
切
り
板
を
使
っ
て
配
置
場
所
を
確
保

し
ま
す
。
例
え
ば
月
刊
誌
７
年
分
を
収
め
る
と
す
る
と
、

「
12
カ
月
×
７
年
分
で
84
冊
届
く
。
１
冊
の
厚
さ
が
２
cm

だ
か
ら
、
84
冊
で
１
６
８
cm
必
要
。
書
架
の
仕
切
り
板

の
間
隔
は
６
cm
だ
か
ら
６
で
割
っ
て
、
仕
切
り
板
28
枚

分
の
ス
ペ
ー
ス
を
取
れ
ば
よ
い
。」
と
い
っ
た
こ
と
を
頭

の
中
で
考
え
な
が
ら
作
業
し
ま
す
。
ま
さ
か
図
書
館
に
就

職
し
て
暗
算
力
が
求
め
ら
れ
る
と
は
思
わ
ず
、
計
算
が
苦

手
な
私
は
い
ま
だ
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

　

計
算
通
り
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
て
も
、
例
え
ば

月
刊
誌
が
季
刊
誌
に
変
更
さ
れ
る
、
１
冊
の
厚
さ
が
変
化

す
る
、
休
刊
・
復
刊
す
る
な
ど
に
よ
り
、
見
込
み
が
外
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
書
庫
内
の
全
体
的
な
配
置
は
定
期

的
に
見
直
し
て
い
ま
す
が
、
見
直
し
前
に
ス
ペ
ー
ス
が
足

り
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
周
囲
の
書
架
の
埋
ま
り
具
合

を
見
て
資
料
を
前
後
に
移
動
し
、ス
ペ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

見
込
み
違
い
は
起
き
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
こ

う
し
た
変
化
の
予
測
は
難
し
く
、
最
後
は
経
験
を
頼
り
に

毎
度
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
作

業
で
す
が
、
自
分
が
手
に
取
っ
て
作
業
し
た
雑
誌
が
未
来

に
残
っ
て
い
く
と
思
う
と
、や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

時
に
は
、
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
、
紙
が
茶
色
く
な
っ
た

雑
誌
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料
は
破
損

し
や
す
い
た
め
そ
の
ま
ま
書
架
に
は
置
か
ず
、
保
存
容
器

に
格
納
す
る
、製
本
す
る
な
ど
の
処
置
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

当
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
タ
イ
ト
ル
で
あ
れ
ば
古
い
雑
誌

で
も
「
新
受
け
」
と
な
る
の
で
、
様
々
な
雑
誌
に
出
会
え

る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
新
受
け
」
の
雑
誌
に
は
、
目
印
と
し
て
黄
色
い
テ
ー

プ
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
あ
な
た
が
当
館
に
来

訪
し
て
受
け
取
っ
た
雑
誌
に
黄
色
い
テ
ー
プ
が
入
っ
て
い

た
ら
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
の
道
の
り
を
思
い
、
捨
て
ず

に
資
料
に
挟
ん
だ
ま
ま
返
却
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。

（
図
書
館
資
料
整
備
課 

雑
誌
資
料
係　

ペ
ン
ギ
ン
ブ
リ
ー

ダ
ー 

）    

雑誌書庫へ
ようこそ！

仕切り板は原則6cmごとに立てています。書架に3cm刻みで
入っているスリットに差し込んで使います。
次週の「新受け」の書架は、写真中央の赤い板があるところ
から始まります。
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の

で
き
る
ま
で

シ
リ
ー
ズ
　
国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ラ
側

国
立
国
会
図
書
館
の
仕
事
に
は
様
々
な
プ
ロ
セ
ス

が
あ
り
ま
す
。

新
シ
リ
ー
ズ
「
国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ラ
側
」
で

は
国
立
国
会
図
書
館
の
業
務
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
舞

台
裏
の
写
真
も
交
え
て
誌
上
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
、
東
京
本
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
示
で
す
。
華
や
か
な
展
示
会
の
ウ
ラ
側
を

支
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

新連載
第 1 回

11/18 まで

開催中
ギャラリー展示「時計と暦 堀田両平コレクション」
会場：国立国会図書館東京本館 国立国会図書館ギャラリー
会期：令和 7 年 9 月 18 日（木）から 11 月 18 日（火）まで
※日曜、祝日及び資料整理休館日を除く
※東京本館の利用時間・入館方法などは次のページをご覧ください。 

https://www.ndl.go.jp/jp/tokyo/index.html

セコンド時計図　得祥舘一仙　1870　【VF6-F22-31】

明治三六年新略暦・旧略暦　【VF6-F8-38】
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企画展示は、新館 1 階にある広い展示室で開催す
る大規模な展示です。展示室は入館ゲートより手前
にあり、入館手続きなしに展示を見ることができま
す。開催する 1 年以上前から複数の部署の職員によ
る担当チームを作って準備をし、ときには展示ケー
ス 25 個に 150 点を超える資料を展示します。

昨年の 10 月から 11 月には「ひろげて、まいて、
あらわれる　絵巻の世界」を開催しました。現在は
電子版で楽しむことができます。　

※令和 7 年度の企画展示の開催はありません。

ギャラリー展示は、東京本館 2 階の本館と新
館をつなぐ渡り廊下にある国立国会図書館ギャラ
リーで開催する常設の展示です。展示ケース４～
６個に 20 ～ 30 点ほどの資料を展示するもので、1
か月もしくは 2 か月ごとにテーマを替えて常に展
示開催しています。図書館利用の合間に楽しんで
いただけます。

今年の 5 月から 7 月は、ミニ電子展示「本の万
華鏡」と関連した「鳥と暮らしのヒスとりー」の
展示を、7 月から 9 月は、終戦 80 周年に関連した

「1945」の展示を行いました。多くの場合、ギャラ
リー展示に対応する電子版も作成しており、展示
会終了後もインターネットから関連資料を見るこ
とができます。

令和 6 年度企画展示
「ひろげて まいて あらわれる 絵巻の世界」
https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/emaki

昨
年
秋
に
国
立
国
会
図
書
館
で
開
催
し
た
企
画
展

示
「
ひ
ろ
げ
て
、ま
い
て
、あ
ら
わ
れ
る 

絵
巻
の
世
界
」

は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？　

国
立
国
会
図
書
館
東

京
本
館
で
開
催
す
る
展
示
会
や
、
電
子
展
示
会
の
作

成
を
担
当
し
て
い
る
の
が
、
展
示
企
画
係
で
す
。
今

年
は
企
画
展
示
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
展
示
企

画
係
は
常
に
活
動
中
で
す
！　

東
京
本
館
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
示
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る

電
子
展
示
会
、
そ
れ
ら
を
広
報
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
と
い
っ
た
、
い
く
つ
も
の
仕
事
を
並
行
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
「
堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
で
き
る
ま
で

の
ウ
ラ
側
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

サ
ー
ビ
ス
企
画
課　

 

展
示
企
画
係
）

企 画 展 示と 　ギ ャラリー 展 示

『誌上時展覧会　最新変動教材集録』9（10）臨時号
南光社　1920　【VF6-177】
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6
月
某
日

テ
ー
マ
を
考
え
る

今
回
は
、
9
月
18
日
か
ら
開
催
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
の
テ
ー
マ
を
考
え
ま
す
。
大
規
模
な
企
画
展
示

と
違
い
、
季
節
や
そ
の
時
々
の
話
題
に
応
じ
て
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
軽
く
企
画
で
き
る
の
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
の
醍
醐
味
で
す
。
過
去
の
展
示
や
電
子
展
示
会
を

眺
め
た
り
、
数
か
月
後
に
話
題
に
な
り
そ
う
な
テ
ー

マ
を
調
べ
た
り
、面
白
い
資
料
を
見
た
記
憶
を
た
ど
っ

た
り
、
書
庫
を
歩
い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
ア

イ
デ
ア
を
探
し
ま
す
。

今
回
は
「
堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
紹
介
す

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
江
戸
時
代
の

暦
か
ら
、
明
治
時
代
に
時
計
が
普
及
し
て
き
た
頃
の

資
料
、
時
計
の
カ
タ
ロ
グ
や
販
促
グ
ッ
ズ
ま
で
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
資
料
が
含
ま
れ
る
楽
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
、
本
誌
で
も
何
度
か
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
貴
重

で
華
や
か
な
資
料
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽

し
い
展
示
が
つ
く
れ
そ
う
で
す
。

7
月
中
旬

展
示
資
料
を
選
ぶ

テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
具
体
的
に
展
示
資
料
の
選

定
を
始
め
ま
す
。
候
補
資
料
は
、
資
料
の
現
物
や
デ

「堀田両平コレクション」
堀田両平コレクションとは、堀田時計店の社長であった堀田良平氏（1913-1989）
が収集した、時計や暦、宝石に関する資料約 6 千点のコレクションです。
※本名は堀田良平ですが、昭和 26（1951）年以降は「両平」を多く使っているため、当館は「堀田両平
コレクション」としています。

参考：
・リサーチ・ナビ「堀田両平コレクション」　https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/plan/post_1221
・河合将彦「あの人の蔵書（第 3 回）堀田両平コレクション」（『国立国会図書館月報』710, 2020.6, pp.24-28 ） 
  https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11488852_po_geppo2006.pdf?contentNo=1#page=26

「堀田両平コレクション」を収める書庫
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ジ
タ
ル
化
画
像
を
見
た
り
、
参
考
文
献
を
調
べ
た
り

し
て
選
ん
で
い
き
ま
す
。
今
回
は
堀
田
両
平
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
約
6
千
点
の
う
ち
の
大
半
を
管
理
し
、

内
容
を
熟
知
し
て
い
る
部
署
の
職
員
に
も
、
資
料
を

選
ぶ
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
書
庫
に
収
め

ら
れ
た
資
料
を
見
な
が
ら
、
カ
ー
ド
目
録
や
冊
子
目

録
を
参
考
に
し
て
、
お
お
よ
そ
40
点
の
候
補
資
料
を

選
び
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
は
膨
大
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
が
、
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
な
い
資
料
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
半
の
資
料
は
閉
架
式
の
書

庫
に
あ
る
た
め
、
資
料
を
偶
然
手
に
取
れ
る
機
会
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、

画
像
デ
ー
タ
で
閲
覧
す
る
資
料
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
は
、
利
用
者
が
新
た
な
資
料
と
出

会
え
る
場
所
で
あ
り
、
現
物
を
実
際
に
目
に
す
る
こ

と
で
資
料
の
大
き
さ
や
質
感
と
い
っ
た
点
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

7
月
末

展
示
資
料
を
絞
り
込
む

展
示
の
完
成
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ
つ
、
候
補
資
料

を
、
会
議
室
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
い
き
ま
す
。
色

鮮
や
か
な
引
札
暦
か
ら
、
明
治
時
代
の
図
書
、
百
年

以
上
昔
の
貴
重
な
洋
書
、
時
計
関
連
カ
タ
ロ
グ
、
豆

堀田両平コレクションの多くは、今は目にする機会が少
なくなったカード目録で検索します。

「堀田両平コレクション」のうち洋書

暦など 1 枚物の資料は書庫内のキャビネット
に平置きされており、クリアフォルダに収め
られている資料もあります。
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本
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
資
料
が
候
補
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
展
示
ケ
ー
ス
に
ち
ょ
う
ど
収

ま
る
量
（
今
回
は
展
示
ケ
ー
ス
を
5
個
使
用
） 

に
ま

と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
代
ご
と
に
わ
け
る
の

か
、
テ
ー
マ
ご
と
に
す
る
の
か
、
ど
の
ペ
ー
ジ
が
見

栄
え
が
す
る
の
か
等
々
、
展
示
の
構
成
を
考
え
な
が

ら
、
資
料
を
絞
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
資
料
保
存
の

観
点
か
ら
、
展
示
資
料
や
展
示
箇
所
を
会
期
中
に
替

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
枚
も
の
の
資
料
な

ら
ば
全
体
を
展
示
で
き
ま
す
が
、
冊
子
の
場
合
は
全

体
の
う
ち
の
1
箇
所
し
か
展
示
で
き
ま
せ
ん
。
展
示

す
る
ペ
ー
ジ
を
厳
選
す
る
の
も
悩
ま
し
い
作
業
で
す
。

今
回
は
東
京
本
館
に
あ
る
資
料
だ
け
を
使
い
ま
し

た
が
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
関
西
館
や
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
資
料
を
取
り
寄
せ
て
展
示
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
日
、
2
時
間
以
上
か
け
て
お
お
よ
そ
の
出
展

資
料
は
固
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
新
た
な
資
料

を
追
加
し
た
り
、
会
期
中
に
入
れ
替
え
る
資
料
を
決

め
た
り
と
い
っ
た
検
討
を
進
め
、
す
べ
て
の
出
展
資

料
が
確
定
す
る
の
は
8
月
末
に
な
り
ま
し
た
。

8
月
～
展
示
作
業
前
日

名
票
や
解
説
パ
ネ
ル
の
作
成

資
料
を
並
べ
る
だ
け
で
は
展
示
会
に
は
な
り
ま
せ

色鮮やかな引札暦

資料を並べて展示の構成を考えます。
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ん
。
出
展
資
料
が
決
ま
る
と
、
書
誌
事
項
等
を
書
い

た
名
票
や
、
壁
に
掛
け
る
解
説
パ
ネ
ル
の
作
成
を
開

始
し
ま
す
。
参
考
文
献
に
あ
た
り
な
が
ら
原
稿
を
書

き
、
そ
の
後
は
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
て
い
る

か
、
誤
っ
て
い
る
箇
所
は
な
い
か
、
長
す
ぎ
な
い
か
、

複
数
人
で
入
念
に
確
認
し
ま
す
。
名
票
や
パ
ネ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
も
、
展
示
内
容
に
合
う
よ
う
に
考
え
ま
す
。

解
説
パ
ネ
ル
の
原
稿
が
完
成
し
た
ら
、
Ａ
１
サ
イ
ズ

ま
で
印
刷
で
き
る
大
型
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
ま
す
。

壁
面
に
は
、
解
説
パ
ネ
ル
以
外
に
も
、
資
料
保
存
の

観
点
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
展
示
し
な
い
古
典
籍
資

料
等
の
画
像
を
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
印
刷
し
て
額
縁
等
に
入
れ
て
展
示
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
壁
面
の
工
夫
で
、

展
示
会
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

会
場
入
り
口
に
は
紹
介
動
画
を
流
す
大
型
モ
ニ
タ
を

設
置
す
る
た
め
、
そ
の
動
画
の
作
成
も
行
い
ま
す
。

資
料
の
展
示
準
備
や
掲
示
物
の
作
成
と
並
行
し
て
、

電
子
版
の
作
成
も
進
め
ま
す
。
展
示
資
料
の
多
く
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
資
料
の
内
容

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
録
資
料
が
少
な
い
た

め
、
資
料
の
一
部
の
画
像
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

展
示
会
終
了
後
に
参
照
で
き
る
よ
う
、
出
展
資
料
の

リ
ス
ト
を
付
し
て
い
ま
す
。

展示候補の資料
1,2 特許証 3317 号　時計　1899　【VF6-F23-12】/ 3 大正二年休暇表　

【VF6-F10-64】 / 4 スミット著　神田孟恪訳『星學圖彙』［星學図説別冊］　紀
伊国屋源兵衛　［187-］　【VF6-W55】 / 5 明治十九年略暦　【VF6-F5-23】 / 
6 峯村幸造『明治の時計　少雨荘句集』書痴往来社　1965　【VF6-M27】

パネルの印刷と、額装をする様子

電子版コンテンツ
https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/
gallery_exhibitions/202509

14

25

36
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9
月
17
日

休
館
日
に
１
日
か
け
て
展
示
替
え
作
業

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
の
資
料
整
理
休
館
日

は
毎
月
第
3
水
曜
日
で
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
展

示
替
え
は
こ
の
1
日
で
行
う
た
め
、
当
日
は
朝
か
ら

一
気
に
、
前
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
１
９
４
５
」

の
撤
去
か
ら
「
堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
設
営

ま
で
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
展
示
し
て
い
た
「
１
９
４
５
」

の
資
料
や
解
説
パ
ネ
ル
を
撤
去
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
も
あ
り
、
多
く
の
利
用
者
に
ご
覧
い
た
だ
い

た
展
示
で
名
残
惜
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
1
時
間

た
ら
ず
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
カ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
展
示
ケ
ー
ス
を
移
動
し
て
会
場
レ
イ
ア

ウ
ト
を
変
更
し
て
か
ら
、
壁
面
に
パ
ネ
ル
を
掛
け
て

い
き
ま
す
。
並
行
し
て
、
展
示
資
料
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
運
び
込
み
、
展
示
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

資
料
の
そ
ば
に
は
書
誌
事
項
を
印
刷
し
た
名
票
を
置

き
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
資
料
の
下
に
支
持
台
を
置

く
な
ど
、
資
料
を
傷
め
な
い
よ
う
な
工
夫
も
し
ま
す
。

照
明
の
調
整
も
重
要
で
す
。
資
料
に
強
い
照
明
を

当
て
る
と
退
色
や
紙
の
劣
化
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
強
い
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
、
か
つ
見
や

す
い
よ
う
に
、
調
整
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
会
場
入

前回のギャラリー展示を撤収し
空になった展示ケース

資料を慎重に並べていきます。

壁面の展示やパネルのセッティングも行います。
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口
の
看
板
に
あ
た
る
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
た
り
、
大
型

モ
ニ
タ
に
流
す
動
画
を
確
認
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
ち
ら
し
の
準
備
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設

置
も
行
い
ま
す
。

一
通
り
の
作
業
が
終
わ
っ
た
後
も
細
か
い
調
整
を

続
け
、
夕
方
に
は
な
ん
と
か
展
示
作
業
が
終
了
し
、

職
員
に
お
披
露
目
と
な
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い

る
職
員
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
す
。

9
月
18
日

つ
い
に
展
示
初
日
！

休
館
日
翌
日
の
朝
は
、
大
型
モ
ニ
タ
の
電
源
を
入

れ
、
展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
を
拭
い
て
最
終
調
整
。

そ
し
て
開
館
時
間
の
９
時
半
を
迎
え
、
つ
い
に
展
示

が
始
ま
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
宣
伝
も
行
い
、「
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
り
ま
す
。

電
子
版
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
も
公
開
し
ま

す
。調

べ
物
の
合
間
に
、
複
写
を
待
つ
時
間
に
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
少
し
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
未
知
の

資
料
と
の
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

無事に展示作業が終了しました。

職員による観覧の様子
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国
立
国
会
図
書
館
法
で
は
、
国
民
に
対
す
る
奉
仕
の
一
つ
と
し
て
、

展
示
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
１
）。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
昭
和
23 

（
１
９
４
８
）
年
の
開
館
当
初
か
ら
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
東
京
本
館
の
展
示
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
り
ま
す
。

最
初
の
展
示
会
は
、
開
館
し
た
年
の
11
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
「
文
化
日
本
記
念
地
理
展
覧
会
」
で
す
。
文
化
の
日
（
11

月
3
日
）
の
制
定
や
10
月
27
日
か
ら
2
週
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

た
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
他
機
関
等
の
協
力
も
得
て
、
地
図
や
地

形
模
型
、
航
空
写
真
、
古
典
籍
等
を
出
展
し
た
も
の
で
し
た
（
２
）。
そ
の

後
は
お
お
よ
そ
毎
年
、
近
年
は
2
年
に
1
回
、
企
画
展
示
と
し
て
大

規
模
な
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
か
ら
は
、
小
規
模
な
展
示
で
あ

る
常
設
展
示
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
か
ら
は
小
規
模
な
展

示
は
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
に
引
き
継
が
れ
、
実
物
の
資

料
の
小
規
模
な
展
示
は
し
ば
ら
く
の
間
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
は
令
和
3
年
3
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
従
来
喫
煙
室
で
し
た
が
、
改
正
健
康
増
進

法
の
施
行
に
よ
り
喫
煙
室
を
廃
し
、
跡
地
の
活
用
を
検
討
し
た
結
果
、

国
立
国
会
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
移
転
・
開
室
し
、
資
料
を
展
示
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
（
旧
国
立
国
会

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
新
館
1
階
）
は
、
平
成
29
年
5
月
に
開
室
し
、

国
立
国
会
図
書
館
の
歴
史
や
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。）。
折
し

も
コ
ロ
ナ
禍
で
入
館
者
数
を
制
限
し
て
お
り
、
多
く
の
人
に
は
見
て

も
ら
い
に
く
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
徐
々
に
認

知
度
が
上
が
り
、
多
く
の
来
館
利
用
者
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

企
画
展
示
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
と
い
う
資
料
実
物
の
展
示
と
は
別

に
、平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
か
ら
は
、電
子
展
示
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
の
電
子
展
示
会
は
「
デ
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
書
展
」
で
、
当
時
の
国

立
国
会
図
書
館
に
と
っ
て
は
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
提
供
す
る

唯
一
の
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
そ
の
後
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
大
幅

に
進
み
、
8
月
現
在
で
は
４
７
８
万
点
を
超
え
る
資
料
が
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
膨

大
な
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
と
い
う
意
味
で
も
、
電
子
展
示
会

は
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
令
和
４
年
3
月
に
公
開
し
た
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
イ
メ
ー
ジ
バ
ン

ク
」
は
、
親
し
み
や
す
い
画
像
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
も
意
図
し
た
電
子
展
示
会
で
す
。
著
作
権
保
護
期

間
が
満
了
し
た
９
千
点
を
超
え
る
画
像
を
収
録
し
て
お
り
、
商
用
利

用
を
含
め
画
像
を
利
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
日
本
の
風
景
や
季
節
の

風
物
詩
と
い
っ
た
様
々
な
コ
ラ
ム
も
あ
り
、
読
み
物
と
し
て
も
楽
し

め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
現
物
展
示
な
ら
で
は
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
、
電
子
展

示
な
ら
で
は
の
利
便
性
を
そ
れ
ぞ
れ
活
か
し
、
当
館
資
料
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、関
西
館
や
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
も
年
に
数
回
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

国立国会図書館東京本館の展示の歴史

国立国会図書館の電子展示会のページ
https://www.ndl.go.jp/jp/d_exhibitions/

1　国立国会図書館法（昭和 23 年法律第 5 号）第 21 条第 1 項第 1 号
2　『文化日本記念地理展覧会陳列品目録　地図と模型』国立国会図書館 ,
　 1948 https://dl.ndl.go.jp/pid/2974890/

※【　】内は当館請求番号
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本
書
は
、
天
保
４
（
１
８
３
３
）
年
か

ら
明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
ま
で
の
80
年

間
、
越
後
国
・
新
潟
県
の
粟あ
お
う生
津づ

村む
ら

（
現
燕

市
）
に
存
続
し
た
著
名
な
私
塾
長
善
館
の
２

代
館
主
で
あ
る
鈴
木
惕て
き
け
ん軒
の
次
男
鹿し
か
の
す
け

之
介

（
１
８
６
１
～
１
８
８
７
）
が
東
京
遊
学
中

に
記
し
た
日
記
を
翻
刻
し
、
監
修
者
の
解
説

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

兄
が
早
世
し
た
鹿
之
介
は
、
長
善
館
の
後

継
者
と
し
て
育
て
ら
れ
、明
治
10
年
に
上
京
、

近
藤
真ま
こ
と琴
の
私
塾
攻
玉
社
に
入
門
し
た
。
11

年
か
ら
始
ま
る
在
京
中
の
日
記
に
は
「
日
課

終
リ
テ
帰
ル
。（
略
）
夜
笹
山
氏
ニ
至
リ
新

聞
紙
ヲ
閲
ス
。
輿
地
史
略
諳
読
、
英
語
綴
復

読
。十
時
半
帰
リ
テ
臥
ス
」（
11
年
２
月
14
日
）

な
ど
の
日
常
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

勉
学
に
う
ち
こ
む
姿
は
、
12
年
４
月
に

中
村
正ま
さ
な
お直
の
私
塾
同
人
社
に
転
学
し
た
後

も
変
わ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
終
業
後
も

「
高
こ
う
せ
い
き
ゅ
う

青
邱
詩
鈔
」「
古こ
ぶ
ん文
典て
ん
け
い刑
」
を
読
み
、
夜

に
は
「
英
書
」
を
「
復
読
」
し
、「
羅
馬

史
」
を
読
む
（
14
年
４
月
８
日
）。
作
詩
・

作
文
・
習
字
に
も
い
そ
し
み
、
友
人
や
親
族

と
交
流
す
る
ほ
か
、
東
京
図
書
館
で
読
書
し

（
14
年
２
月
６
日
等
）、
上
野
動
物
園
に
赴

き
（
15
年
４
月
10
日
）、
撃
剣
興
行
（
剣
術

試
合
の
見
世
物
）
を
見
（
12
年
８
月
13
日
）、

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え
ん
ち
ょ
う
朝
の
人
情
噺
を
聞
く
（
17
年
１
月

19
日
）。
と
は
い
え
春
木
座
の
前
で
は
、「
其

劇
場
ナ
ル
ニ
心
付
カ
ズ
、
軒
端
□
（
虫
損
）掲
ケ

連
ネ
タ
ル
提
灯
ヲ
見
、
以
テ
祭
礼
ト
セ
リ
」

（
17
年
９
月
29
日
）
と
記
す
真
面
目
な
書
生

ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

遊
学
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
鹿
之
介
は

勉
学
へ
の
悩
み
を
深
め
て
い
っ
た
ら
し
い
。

「
吾
ハ
漢
学
も
英
学
も
少
々
づ
ゝ
喫
か
け
、

古
事
記
の
一
行
も
見
た
事
あ
ら
ね
ば
、
随
て

雑
駁
極
ま
る
思
想
が
胸
中
に
浮
む
」（
17
年

７
月
10
日
）
と
い
っ
た
言
語
と
思
想
を
め
ぐ

る
胸
中
の
吐
露
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た

な
か
、
東
京
大
学
文
学
部
専
科
進
学
を
目
指

し
た
鹿
之
介
は
、
英
語
力
修
得
の
た
め
18
年

１
月
、東
京
英
和
学
校
（
現
青
山
学
院
大
学
）

を
受
験
し
た
が
、「
余
聞
教
師
所
言
頗
不
能

解
之
」（
９
日
）、
つ
ま
り
教
師
の
言
葉
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
き
ず
、
不
合
格
と
な
っ
た
。

　

不
得
意
な
英
語
を
克
服
で
き
な
い
ま
ま
、

鹿
之
介
は
、「
牛
ヲ
食
シ
新
聞
ヲ
読
ミ
珈
琲

ヲ
喫
ス
ル
等
頗
ル
書
生
不
相
当
ノ
挙
動
」

（
18
年
３
月
12
日
）
を
悔
悟
し
つ
つ
、
４
月
、

進
学
を
断
念
し
て
帰
郷
し
、
長
善
館
で
門
弟

の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
２
年

後
、
鹿
之
介
は
死
去
す
る
が
、
長
善
館
は
次

の
弟
彦げ
ん
が
く嶽
に
引
継
が
れ
、
さ
ら
に
末
の
弟

虎と
ら
お雄
は
後
に
文
化
勲
章
を
受
章
す
る
漢
文
学

者
と
な
っ
た
。

　

監
修
者
中
野
目
徹
氏
は
、
鹿
之
介
か
ら
虎

雄
へ
の
「
教
育
的
、
人
格
的
継
承
の
可
能
性

を
看
取
」し
、上
京
し
て
書
生
社
会
に
加
わ
っ

た
青
年
た
ち
が
「
開
化
の
風
俗
や
最
新
の
学

問
」
を
各
地
に
も
た
ら
し
「
日
本
社
会
全
体

が
活
性
化
さ
れ
て
い
く
」「
近
代
化
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
の
よ
う
な
も
の
」
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
解
説
す
る
。
ま

ず
解
説
を
読
ん
で
こ
の
時
代
の
雰
囲
気
を
理

解
す
れ
ば
、
鹿
之
介
の
行
動
や
苦
悩
の
意
味

も
よ
り
深
く
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。な
お
、

同
じ
く
中
野
目
氏
監
修
の
『
日
記
で
読
む
長

善
館　

鈴
木
家
三
代
の
幕
末
～
明
治
』（
燕

市
、
２
０
２
１
年
刊
）
も
一
読
を
お
勧
め
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
大
沼　

宜
規
）

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

『明治東京の書生社会
    鈴木鹿之介在京日記の世界』
中野目徹 監修　燕市 刊　2024.12
326 p ; 19 cm
<請求記号  GK199-R1214>
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
近
現
代
の
政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
を
集
め
た
「
憲
政
資
料
」（
約
四
六
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
東
京
本
館
憲
政
資
料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
、
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
史
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課
）

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

西
郷
従じ

ゅ
う
ど
う道
来
簡
集 

（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
四
三
三
）

（
三
四
点
、　
令
和
七
年
五
月
公
開
）

　

三
巻
（
資
料
合
計
三
四
点
）
で
構
成
さ

れ
る
本
資
料
は
、
う
ち
三
点
を
除
く
ほ

と
ん
ど
が
西
郷
従
道
家
へ
宛
て
ら
れ
た

書
簡
を
貼
り
交
ぜ
た
も
の
で
す
。
西
郷

宛
て
の
書
簡
集
と
い
え
ば
、「
西
郷
従
道

家
書
翰
帖
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵（
１
））
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
こ
れ
は
西

郷
没
後
一
○
年
目
に
あ
た
る
明
治
四
五

（
一
九
一
二
）
年
、
未
亡
人
の
清
子
が
お

そ
ら
く
形
見
分
け
と
し
て
、
西
郷
宛
て
の

書
簡
を
折
本
に
仕
立
て
て
子
孫
と
親
戚
に

分
与
し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
新
規
公
開

資
料
は
、「
西
郷
従
道
家
書
翰
帖
」
に
は

な
い
新
出
史
料
で
あ
り
、
清
子
に
よ
る
分

与
以
前
に
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

中
で
も
写
真
１
は
興
味
深
い
も
の
で

す
。
こ
れ
は
「
狸ま

み
あ
な穴
猟
山
伯
」
か
ら
「
西

郷
御
奥
様
」
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

内
容
は
「
大
猪
は
頭
を
大
釜
ニ
而
製
し
申

し
候
肉
と
ソス

ー

プ
ツ
フ
相
混
し
、
ハパ

ン
に
付
申

し
候
へ
は
よ
ろ
し
く
」
と
大
猪
の
料
理
法

を
伝
え
た
も
の
で
、
追
伸
部
分
で
は
逆
に

い
た
だ
い
た
山
鳥
二
羽
の
お
礼
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

問
題
は
、
こ
の
「
狸
穴
猟
山
伯
」
が
誰

写真1　川村純義書簡　西郷清子宛　年月日不明
　＜憲政資料室収集文書433-3-10＞
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憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　「憲政資料」のほか、第二次世界大戦終了後の連合
国による日本占領に関する米国の公文書を中心に集めた
「日本占領関係資料」、主に北米・南米への日本人移民
に関する資料を集めた「日系移民関係資料」を扱ってい
ます。
　憲政資料室の利用方法、所蔵資料の概要については、
国立国会図書館ホームページ「憲政資料室」（https://
www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html）、今回
紹介する資料を含む憲政資料の概要については、リサー
チ・ナビ「憲政資料（憲政資料室）」（https://ndlsearch.
ndl.go.jp/rnavi/kensei）をご覧ください。

憲政資料室

写真1　川村純義書簡　西郷清子宛　年月日不明
　＜憲政資料室収集文書433-3-10＞

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
郷
は
狩
猟
を
趣

味
に
し
て
い
て
、
狩
猟
仲
間
に
は
大
久
保

利
通
や
川
村
純す

み
よ
し義
な
ど
が
い
ま
し
た
。
う

ち
川
村
は
東
京
麻
布
狸
穴
町
に
居
住
し
て

い
た
う
え
、
爵
位
も
伯
爵
と
い
う
こ
と
か

ら
、
川
村
で
あ
る
と
推
測
し
ま
し
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
、「
猟
山
伯
」
は
「
梁
山
泊
」

に
か
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
で
「
西
郷
従
道
家
書

翰
帖
」
を
見
直
し
て
み
ま
す
と
、
川
村
が

出
張
先
の
伊
勢
で
狩
猟
を
し
て
獲
た
猪
を

西
郷
へ
贈
り
、
樺か

ば
や
ま山
資す
け
の
り紀
と
分
配
す
る
よ

う
求
め
る
書
簡
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
新

出
史
料
が
既
存
史
料
の
見
直
し
に
も
つ
な

が
る
典
型
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

西郷従道（1843-1902）
天 保14（1843）年 鹿 児 島 生 ま れ。西 郷 隆 盛 の
実 弟。名 の 読 み はじゅうどう／ つぐ みち。薩 英
戦 争 や 鳥 羽・伏 見 の 戦 い に 従 軍した。明 治 新
政 府 に 出 仕、征 韓 論 政 変 後 は 兄と袂 を 分 かっ
て政 府 に 残 留した。明 治7（1874）年 に は 台 湾
に出兵。西南戦争後、参議兼文部卿などを歴任
した。内 閣 制 移 行 後 も第1 次 伊 藤 博 文 内 閣 の
海相などを務めた。明治35（1902）年死去。
肖像写真の出典：［太政官高官肖像写真帖］＜憲政資料
室収集文書1357 ＞

1　�複製版が『島津家文書マイクロ版集成　島津家本　東京大学史料編纂所所蔵』東京大学出版
会, ［2002］ �<YE1-8>に収録（リール番号：島津家本〇二一九・ 〇二二〇）
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阿
部
充み
つ
い
え家
関
係
文
書
（
第
三
次
収
集
分
）

（
三
三
点
　
令
和
六
年
一
〇
月
公
開
）

　

憲
政
資
料
室
で
は
、
過
去
に
二
度
に
わ

た
っ
て
阿
部
充
家
関
係
文
書
の
寄
贈
を
受

け
て
利
用
に
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
約
三
〇
年
ぶ
り
に
三
度
目
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
第
三
次
収
集
分
の
資
料
三
三
点
の

う
ち
、
藤
島
正ま

さ
た
け健
か
ら
阿
部
充
家
へ
の
書

簡
が
二
〇
点
を
占
め
ま
す
。
藤
島
は
、
明

治
期
に
大
蔵
官
僚
か
ら
転
じ
て
富
山
や
千

葉
の
県
知
事
を
務
め
た
後
、
日
本
勧
業
銀

行
（
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
の
ル
ー
ツ
の
一

つ
）
の
創
設
時
に
副
総
裁
と
な
っ
た
人
物

で
す
。
対
し
て
、阿
部
は
、国
民
新
聞
（
現

在
の
東
京
新
聞
の
前
身
の
一
つ
）
の
記
者

と
し
て
長
く
活
動
し
ま
し
た
。

　

藤
島
の
書
簡
を
通
覧
す
る
と
、
ほ
ぼ
毎

回
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
、
政
界
の
事
情

に
関
す
る
情
報
提
供
の
依
頼
や
御
礼
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
藤
島
か
ら

も
自
身
の
観
測
や
情
報
を
阿
部
へ
書
き

送
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

特
に
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
九

月
一
八
日
の
第
二
次
松
方
内
閣
発
足
の
前

に
は
連
絡
を
重
ね
て
い
ま
す
。
八
月
一
七

日
に
は
、
前
日
の
『
読
売
新
聞
』
の
記
事

を
受
け
て
、
大
隈
重
信
と
松
方
正
義
の
入

閣
が
内
定
し
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
続
け
て
、
八
月

二
〇
日
に
は
、
首
相
更
迭
と
な
れ
ば
松
方

が
後
任
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
政
府
部

内
の
事
情
に
通
ず
る
知
人
の
見
込
を
伝

え
て
い
ま
す
（
次
頁
写
真
３
）。
さ
ら
に
、

九
月
八
日
に
は
、
首
相
問
題
は
元
老
た
ち

か
ら
西
郷
従
道
に
相
談
中
の
模
様
で
あ
る

と
、
動
向
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
（
次
頁
写

真
４
）。

　

こ
れ
ら
の
書
簡
が
書
か
れ
た
時
期
を
含

む
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
四
月
か
ら

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
六
月
に
か
け

て
、
藤
島
が
要
職
に
就
い
て
い
た
と
い
う

記
録
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
か
、

ま
た
別
の
書
簡
に
は
、
要
職
に
就
け
る
よ

う
に
仲
介
を
依
頼
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
記
者
と
し
て
政
治

家
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
政
界
の
事
情
に

も
通
じ
て
い
る
阿
部
は
、
官
界
で
主
に
活

動
し
て
い
た
藤
島
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

写真2　�藤島正健書簡　 阿部充家宛　〔明治29年〕8月17日　＜阿部充家関係文書380＞
　　　   傍線部分には「両伯愈(いよいよ)入閣ニ内定致候出方」とある。　
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阿部充家（1862-1936）
文久2（1862）年熊本生まれ。国民新聞社で記
者として 活 動し、明 治44（1911）年 に は 同 社
副 社 長、後 に 顧 問 に 就 い た。大 正4（1915）年
から大 正7（1918）年 に は 京 城日報 社 長 を 務
め、朝 鮮 事 情 通として寺 内 正 毅・斎 藤 実 両 朝
鮮 総 督 に 助 言 を 行った。昭 和11（1936）年 死
去。
肖像写真の出典：『朝鮮公論』2（9）, 1914.9

（https://dl .ndl .go. jp/pid/11186887/1/54）

写真3　��藤島正健書簡　阿部充家宛　〔明治29年〕8月20日　＜阿部充家関係文書366＞
                傍線部分には 「政府部内之事情ニ通スル或ル知人之見込ニハ愈更迭致候事ニ相成候ハヽ跡ハ松伯ニ帰
                着可致」とある。

写真4　����藤島正健書簡　阿部充家宛　〔明治29年〕9月8日　＜阿部充家関係文書367＞
　　　   傍線部分には 「首相問題諸元老より西郷侯ニ目下相談中之模様」とある。
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森
鷗
外
・
徳
富
蘇
峰
等
書
簡
巻
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
四
一
六
）

（
一
巻
　
令
和
六
年
一
二
月
公
開
）

　

こ
の
資
料
は
、
森
鷗
外
、
徳
富
蘇
峰
、

水
野
錬
太
郎
等
明
治
期
～
昭
和
戦
前
期
に

活
躍
し
た
政
治
家
、
官
僚
、
作
家
、
学
者

の
書
簡
二
二
通
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
通
に
、
天
皇
主
権
説
を

唱
え
た
憲
法
学
者
上
杉
慎
吉
の
書
簡
（
宛

先
不
明　

三
月
三
〇
日
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
書
簡
で
上
杉
は
、「
普
通
選
挙
ヲ

標
榜
シ
テ
、
実
ハ
国
家
ノ
基
礎
ヲ
揺よ

う
か
ん撼
ス

ル
ヲ
憚は

ば
か
ラ
サ
ル
ノ
徒
と
も
が
ら」（
普
通
選
挙
を
標

榜
し
な
が
ら
、
実
は
国
家
の
基
礎
を
揺
り

動
か
す
こ
と
を
憚
ら
な
い
人
々
）
に
対
抗

す
る
大
会
へ
の
出
席
に
意
欲
を
示
し
、
執

筆
時
に
主
張
さ
れ
て
い
た
普
通
選
挙
に
つ

い
て
、「
国
体
ニ
反
ス
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

ヲ
理
論
ト
シ
、
国
民
ヲ
分
裂
シ
テ
階
級

争
闘
ヲ
実
現
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ

る
た
め
、「
最
モ
反
対
ス
ル
所
」
で
あ
る

と
、
強
く
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
（
写

真
５
）。

　

一
方
、
書
簡
で
上
杉
は
、
自
ら
の
「
普

通
選
挙
ヲ
行
フ
ヘ
キ
了
見
」
に
も
触
れ
て

お
り
、
普
通
選
挙
そ
の
も
の
に
は
賛
成
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
著
作
に
よ

れ
ば
、
賛
成
理
由
は
、
国
民
が
力
を
一
つ

に
し
て
天
皇
と
協
力
し
（「
国
体
の
精
華

の
発
揮（

２
）」）、
国
民
全
体
が
衆
議
院
に
参
加

し
て
国
策
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る（「
挙

国
一
致（

３
）」）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
階
級

争
闘
」
と
み
な
す
普
通
選
挙
運
動
と
は
動

機
を
異
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

書
簡
に
お
い
て
上
杉
は
、
政
府
が
当
時
の

普
通
選
挙
運
動
を
国
家
社
会
の
脅
威
と
み

な
し
、
衆
議
院
解
散
に
よ
っ
て
対
抗
し
た

こ
と
に
す
ら
賛
同
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

書
簡
に
は
執
筆
年
の
記
載
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
次
の
二
つ
の
根
拠
か
ら
大

正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
も
の
と
推
定
が

可
能
で
す
。
第
一
に
、
こ
の
年
、
普
通
選

挙
法
案
の
審
議
中
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
二
に
、
上
杉
は
普
通
選
挙

を
説
く
著
書
で
、
大
正
九
年
に
普
通
選
挙

阻
止
の
活
動
を
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い

ま
す（

４
）。

　

そ
の
後
、
普
通
選
挙
運
動
は
一
時
停

滞
し（
５
）、
選
挙
法
の
成
立
は
大
正
一
四

（
一
九
二
五
）
年
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
上
杉
は
、
普
通
選
挙
法
成
立
後
、
今

度
は
普
通
選
挙
の
精
神
普
及
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

上杉慎吉（1878-1929）
明治11 （1878）年福井生まれ。明治36（1903）
年に東京帝国大学法科大学を卒業し、翌年助
教授に任官した。明治39（1906）年にヨーロッ
パに留学し、帰国後、天皇主権説を唱え、天皇
機関説を唱える美濃部達吉らと激しい論戦を
展開した。大正元（1912）年に教授となる。昭
和4（1929）年死去。
肖像写真の出典：『国家学会雑誌』43（5）, 1929.5  

（https://dl .ndl .go. jp/pid/10219377/1/2）

写真5　�上杉慎吉書簡　宛先不明　〔大正9年〕3月30日　＜憲政資料室収集文書416-6＞
　　　

2　 �上杉慎吉「国体の精華を発揮
するの秋」『中央公論』34(1), 
1919.1, p.102 <Z23-9>

3　�上杉慎吉『国体精華乃発揚　真
正日本乃建設・挙国一致乃提唱』
洛 陽 堂, 1919, p.303. https://
dl.ndl.go.jp/pid/1908219/1/162

4　�上杉愼吉『億兆一心の普通選挙』
中央報徳会, 1926, pp.序文1-3 �
https://dl.ndl.go.jp/pid/1019417�
/1/3

5　�松尾尊兊『普通選挙制度成
立史の研究』岩波書店, 1989, 
pp.189-191 <AZ-251-E153>
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有
田
八
郎
関
係
文
書

（
二
六
七
点
　
令
和
七
年
五
月
公
開
）

　

外
交
官
の
出
身
で
昭
和
前
期
に
外
務
大

臣
を
務
め
た
有
田
八
郎
は
、
戦
後
に
な
っ

て
か
ら
回
想
録
と
い
え
る
『
人
の
目
の
塵

を
見
る  

外
交
問
題
回
顧
録
』（
大
日
本

雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
八
）
や
、『
馬

鹿
八
と
人
は
い
う  

一
外
交
官
の
回
想
』

（
光
和
堂
、
一
九
五
九
）
を
出
版
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
て
過
去
を
振
り
返
っ
て
回
想
を
あ
ら

わ
し
た
人
物
の
手
帳
に
は
、
一
体
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
同
時

代
へ
の
意
見
や
思
い
が
多
く
書
か
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
興
味

が
わ
き
ま
す
。
実
際
に
開
い
て
み
る
と
、

個
人
の
感
想
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
大
変

に
簡
素
な
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
昭
和

二
〇
（
一
九
四
五
）
年
七
月
九
日
に
、
戦

争
の
状
況
を
分
析
し
て
早
期
の
講
和
を
行

う
よ
う
に
記
し
た
上
奏
文
を
木
戸
幸
一

内
大
臣
に
託
し
た
時
の
記
述
に
つ
い
て

も
、「
11　

内
大
臣
（
建
白
）」（
写
真
６
）

と
、
ご
く
簡
単
に
記
載
し
、
そ
の
時
の
様

子
等
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
受
け
取
っ
た
木

戸
も
同
日
の
日
記
で
は
「
一
一
時
半
、
有

田
八
郎
氏
来
室
、
時
局
に
対
す
る
上
奏
書

云
々
な
り
」（
木
戸
日
記
研
究
会 

校
訂『
木

戸
幸
一
日
記　

下
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
）
と
簡
潔
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
上
奏
文
は
二
冊
の
回
想
に
翻
刻
収

録
さ
れ
、
内
容
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
ご
子
孫
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
書

中
に
は
、こ
の
上
奏
文
の
控
え
を
影
印（
複

製
し
た
印
刷
物
）
に
し
た
も
の
（
写
真
７
）

も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
還
暦
を

超
え
た
有
田
八
郎
の
筆
跡
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、
寄
贈
資
料
の

中
に
は
昭
和
二
〇
年
八
月
七
日
付
の
木
戸

幸
一
宛
の
書
簡
草
稿
の
影
印
版
（
資
料
番

号
一
〇
七
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
、
そ
の
元
と
な
っ
た
現
物
（
資
料
番
号

一
〇
八
）も
一
緒
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　

　

有
田
八
郎
が
二
冊
の
回
想
を
執
筆
す
る

際
に
は
、
上
奏
文
の
控
え
な
ど
の
資
料
を

手
元
に
置
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。ま
た
、

記
載
の
簡
素
な
手
帳
は
時
期
の
確
認
や
記

憶
を
思
い
出
す
際
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し

て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
資

料
の
残
り
方
を
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
想

像
が
か
き
た
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
手
帳

に
は
簡
潔
に
日
々
の
記
載
が
あ
り
、
有
田

八
郎
を
め
ぐ
る
人
的
交
流
の
動
向
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
も
参
考
に
な
り
う
る
で

し
ょ
う
。

有田八郎（1884-1965）
明 治17 （1884）年 新 潟 生まれ。外 交 官 を 経て、
昭和前期、広田、近衛、平沼、米内の各内閣で外
務大臣を務め、日独伊三国同盟には反対であっ
た。戦 後、公 職 追 放 解 除 後 に 衆 議 院 議 員 に 当
選。東 京 都 知 事 に 立 候 補 するも落 選。小 説『宴
の あと』の 執 筆 者 三 島 由 紀 夫と新 潮 社 を「プ
ライバ シ ー 侵 害 」に あ たるとして告 訴。昭 和40

（1965）年死去。
肖像写真の出典：有田八郎『私の見る再軍備』朝日新聞社, 
1952　

（https://dl .ndl .go. jp/pid/2995841/1/5）

写真7　 �上奏（写）＜有田八郎関係文書104＞　
　　　　表紙と冒頭のページ

写真6　�〔⼿帳（昭和20年）〕＜有田八郎関係文書63＞
　　　　7月9日のページ　
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坂
田
道み
ち
太た

関
係
文
書

（
一
五
七
九
点
、
令
和
七
年
五
月
公
開
）

　

坂
田
道
太
は
、
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
当
選
し
て
以
来
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
政
界
で
活
躍
し
た
政
治
家
で
す
。
昭
和
四
三

（
一
九
六
八
）
年
か
ら
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）

年
に
か
け
て
の
東
大
紛
争
時
の
文
部
大
臣
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
ま
す
が
、
他
に
も
自
由
民
主
党

政
権
に
お
い
て
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
書
架

延
長
三
一
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
膨
大
な
文
書
を
、

坂
田
自
身
（
も
し
く
は
秘
書
）
に
よ
る
整
理
方

法
に
も
注
目
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

◆
書
類
（
写
真
８
左
）

　

様
々
な
形
態
の
書
類
の
う
ち
、
フ
ァ
イ
ル
に

綴
じ
ら
れ
た
資
料
に
は
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
目

次
が
綴
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り
、
フ
ァ
イ
ル

の
中
身
が
探
し
や
す
い
よ
う
に
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
文
書
全

体
の
中
に
は
、「
国
立
国
会
図
書
館
」
の
台
紙

に
貼
ら
れ
た
切
抜
な
ど
も
散
見
さ
れ
、
当
館
を

利
用
し
て
文
献
を
調
査
し
て
い
た
形
跡
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
報
道
資
料
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
写
真
８
中
央
）

　

報
道
や
記
事
の
切
抜
を
集
め
、
一
枚
ず
つ
紙

に
貼
り
込
ん
で
製
本
し
た
、
防
衛
庁
長
官
在
任

時
の
大
き
な
冊
子（
資
料
番
号
七
一
九
）が
残
っ

て
い
ま
す
。
就
任
直
後
の
約
二
か
月
分
の
冊
子

は
厚
さ
一
一
セ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
が
、
分
厚
過

ぎ
た
の
か
、
翌
月
か
ら
は
お
よ
そ
一
か
月
分
ご

と
に
製
本
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
（
写
真
８
右
・
写
真
９
）

　

文
書
の
中
に
は
、
情
報
を
整
理
す
る
た
め
の

カ
ー
ド
（
小
さ
め
の
メ
モ
帳
や
、
最
大
で
Ａ
５

サ
イ
ズ
弱
位
の
カ
ー
ド
な
ど
）
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
記
事
の
切
抜
や
図
書

の
コ
ピ
ー
を
貼
り
こ
ん
だ
も
の
、
読
書
記
録
、

国
会
答
弁
内
容
の
コ
ピ
ー
、
面
会
や
行
動
の
内

容
メ
モ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

大
量
の
文
献
収
集
の
跡
、
整
理
の
丁
寧
さ
、

そ
し
て
手
書
き
の
筆
跡
の
驚
く
べ
き
量
か
ら

は
、
多
忙
な
中
で
も
学
ぶ
こ
と
を
怠
ら
ず
、
真

摯
に
職
務
に
向
き
合
っ
た
姿
勢
が
見
え
る
よ
う

で
す
。

坂田道太（1916-2004）
大 正5（1916）年、熊 本 生 ま れ。政 治
家・教育者の坂田道男の長男。東京
帝 国 大 学 文 学 部 独 文 科 卒 業 後、第
22 回 衆 議 院 議 員 総 選 挙 以 降、通 算
17 回 連 続 当 選。石 井 光 次 郎 商 工 大
臣 秘 書 官 を 経て、厚 生 大 臣、文 部 大
臣、防 衛 庁 長 官、法 務 大 臣、衆 議 院
議長。平成16（2004）年死去。
肖 像 写 真 の 出 典：『衆 議 院 要 覧　 昭 和55 年
8 月 編　 乙 』衆 議 院 事 務 局, 1980　<BZ-1-
11>

写真8　
（左）書類のうち、ファイルに綴じられた資料の例。冒頭に目次
ページがある。〔シビリアンコントロール 13〕＜坂田道太関係文
書495＞

（中央） 〔〔記事切抜〕防衛庁関係報道資料 自昭和49年12月 至昭
和50年1月〕＜坂田道太関係文書719＞

（右） 〔〔カード（郷里）〕〕＜坂田道太関係文書1204＞
専用のケースに入ったカードの例。主題ごとに、見出しがつけら
れています。

写真9　　「シビリヤンコントロール」
の見出しの中にある、カードの1枚。
〔カード〕＜坂田道太関係文書691＞
ブルーやブラックのインクで書かれ
た、カードの中で最もよく見られる筆
跡は坂田道太本人のものと推測されま
す。
ちなみに一枚めくった次のカードに
は、表には、ある事典の「シヴィリア
ン・コントロール」の条、裏には「文
民」の条をコピーしたものが貼られて
いました。

＊　＜　　＞内は当館請求記号
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第
18
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

7
月
17
日
、
第
18
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
12
名
の

ほ
か
、
館
長
、
副
館
長
、
幹
事
等
職
員
17
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
六
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
策
定

に
向
け
た
提
言
案
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
基
本
方
針

検
討
部
会
に
お
い
て
作
成
し
た
提
言
素
案
に
つ
い
て
、
野
末
部

会
長
か
ら
報
告
し
た
後
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の

提
言
素
案
に
つ
い
て
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
幅
広
い
内
容
を
取
り
上
げ
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
研

究
者
等
に
限
ら
れ
な
い
幅
広
い
ユ
ー
ザ
に
国
立
国
会
図
書

館
の
知
識
基
盤
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
役
割
が
再
確

認
で
き
て
い
る
。
18
歳
未
満
の
利
用
者
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
こ
と
も
意
義
深
い
。

・
我
が
国
の
研
究
成
果
が
海
外
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
公

開
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
基
盤

の
不
安
定
さ
も
懸
念
さ
れ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
国
ご
と

の
バ
ル
ク
収
集
を
国
立
図
書
館
が
担
っ
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
収
集
範
囲
を
い
ま
一
度
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

・
人
々
が
自
ら
情
報
源
を
確
認
し
つ
つ
知
的
活
動
に
従
事

す
る
こ
と
に
幼
少
期
か
ら
慣
れ
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
の
知
識
基
盤
は

ま
さ
に
そ
れ
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
探
索
の

初
心
者
向
け
の
入
り
口
を
増
や
す
こ
と
を
さ
ら
に
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
域
資
料
の
利
活
用
へ
の
関
わ
り

に
つ
い
て
も
言
及
が
必
要
で
あ
る
。

・
国
立
国
会
図
書
館
が
関
与
す
る
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は
、
我

が
国
に
と
っ
て
重
要
な
取
組
な
の
で
、
し
っ
か
り
書
く
べ

き
で
あ
る
。

　

今
回
の
審
議
会
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
部
会
で
検

討
し
、
今
年
度
中
に
開
催
す
る
第
19
回
審
議
会
に
お
い
て
、
提

言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
７
年
７
月
17
日
現
在
）

委
員
長

　

�

安
浦　

寛
人	
�

九
州
大
学
名
誉
教
授

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也	

千
葉
大
学
副
学
長

附
属
図
書
館
長
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ

ン
タ
ー
長

大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
教
授

委
員

　

浅
川　

智
恵
子 	

日
本
科
学
未
来
館
館
長

　

池
谷　

の
ぞ
み 	

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
機
構
長

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授	

　

大
隅　

典
子 	

�

東
北
大
学
経
営
戦
略
本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

　

黒
橋　

禎
夫 	

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所

長

　

小
口　

正
範 	

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

戸
山　

芳
昭 	

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
前
理
事
長

　

野
末　

俊
比
古 	
青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
長
・
教
授

　

橋
本　

和
仁 	
科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

林　

隆
之 	

�
政
策
研
究
大
学
院
大
学
政
策
研
究
科
教
授

　

松
浦　

重
和	

��

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

　

村
山　

泰
啓	

��

情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
上

席
研
究
員

　

渡
部　

泰
明 	

�

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

専
門
委
員

　

池
内　

有
為 	

文
教
大
学
文
学
部
准
教
授

　

生
貝　

直
人 	

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授	

　

大
向　

一
輝 	

�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授

　

�

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�

ホ
ー
ム >

事
業
紹
介>

資
料
の
収
集>

科
学
技
術
情
報
整
備>

科
学
技

術
情
報
整
備
審
議
会

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.htm

l第18回科学技術情報整備審議会第18回科学技術情報整備審議会
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韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
25
回
業
務
交
流

　

令
和
7
年
7
月
7
日
か
ら
12
日
ま
で
、
国
立
国
会
図
書
館
に

お
い
て
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｋ
）
と
の
業
務
交
流
が

行
わ
れ
、
Ｎ
Ｌ
Ｋ
か
ら
キ
ム
・
ヘ
リ
ョ
ン
（
金
惠
蓮
）
オ
ン
ラ

イ
ン
資
料
課
長
を
団
長
に
、
イ
・
オ
ク
ジ
ュ
（
李
沃
柱
）
知
識

情
報
サ
ー
ビ
ス
課
司
書
事
務
官
、
イ
・
ス
ギ
ョ
ン
（
李
壽
暻
）

デ
ジ
タ
ル
情
報
企
画
課
司
書
主
事
補
の
３
名
の
代
表
団
が
来
日

し
ま
し
た
。

東
京
本
館
で
は
、
ま
ず
基
調
報
告
と
し
て
、
両
館
の
現
況

と
課
題
に
つ
い
て
双
方
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。
次
の
「
図
書
館

業
務
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
先
進
技
術
の
応
用
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｋ
か
ら
は
人
工
知
能
に
よ
る
光
学
文

字
認
識
（
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）
を
活
用
し
た
国
家
文
献
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
の
構
築
に
つ
い
て
、
当
館
か
ら
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
等
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
利
用
者
の
情
報
探
索
支
援
」を
テ
ー

マ
と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｋ
か
ら
は
、
協
力
型
デ
ジ

タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
「
司
書
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
当
館
か
ら
は
、
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
を
中
心

と
す
る
発
信
型
の
情
報
探
索
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
疑
応
答
で
は
、
両
館
の
今
後
の
課
題

や
展
望
に
関
し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
西
館
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

新
刊
案
内

令
和
6
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

「
変
わ
る
！
子
ど
も
の
読
書
環
境
と
児
童
文
学
」

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
と
子
ど
も
の
発
達

変
わ
る
／
変
わ
ら
な
い
子
ど
も
の
本
―
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
ゾ

ロ
リ
」「
ル
ル
と
ラ
ラ
」
の
再
検
討
―

子
ど
も
の
読
書
と
ゲ
ー
ム

童
話
と
映
画
の
あ
い
だ
―
『
魔
女
の
宅
急
便
』
―

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
読
書
・
学
習
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
紹
介

韓国国立中央図書館代表団と基調報告出席者韓国国立中央図書館代表団と基調報告出席者

A4 94頁 年刊 2,090円（税込）A4 94頁 年刊 2,090円（税込）
ISBN　978-4-87582-945-4ISBN　978-4-87582-945-4
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会
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外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
３
０
5
号

ア
メ
リ
カ
の
選
挙
運
動
等
に
お
け
る
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
規

制
―
２
０
２
４
年
9
月
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る

法
整
備
を
中
心
に
―

ア
メ
リ
カ
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
等
の
者
の
性
別
変
更
と
氏
名
変
更
の
た
め
の
法
的

手
続

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
情
報
公
開
に
関
す
る
憲
法
改
正
及

び
情
報
自
由
法
の
制
定

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
６
号

米
英
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
軍
隊
の
構
成
員
及
び
ユ

ニ
ッ
ト
の
自
衛
の
権
利
―
ル
ー
ル
ズ
・
オ
ブ
・
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
文
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
見
解
―

労
働
か
ら
の
解
放
に
関
す
る
労
働
時
間
法
制
―
休
日
、
年
次

有
給
休
暇
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
、
つ
な
が
ら
な

い
権
利
―

ス
イ
ス
に
お
け
る
武
器
輸
出
を
め
ぐ
る
議
論
―
軍
需
物
資
法

の
制
定
及
び
改
正
を
中
心
に
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
７
号　

表
現
場
所
の
理
論
の
現
在
―
最
近
の
「
集
会
の
自
由
」
判
例

を
素
材
に
―

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
と
持
続
可
能
な
発
展

ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
の

使
用
と
国
際
人
道
法

諸
外
国
の
政
党
法
・
政
党
法
制
―
組
織
・
意
思
決
定
に
係
る

規
定
を
中
心
に
―
（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
６
５
号　

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
連
合
（CO

AR

）
と
リ
ポ

ジ
ト
リ
を
巡
る
現
状

N
otable Japanese Collections in N

orth Am
erica

：
米
国

司
書
に
よ
る
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
可
視
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
等
学
校
に
お
け
る
情
報
科
教
育
：
多
様
な
情
報
資
源
の
活

用
に
着
目
し
て

国
立
国
会
図
書
館
「
ア
ジ
ア
資
料
書
誌
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の

取
組

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

磁
気
テ
ー
プ
に
記
録
さ
れ
た
映
像
や
音
声
の
長
期
保
存
の
問

題

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 97頁 季刊 1,980円（税込）　A4 97頁 季刊 1,980円（税込）　
ISBN　978-4-87582-947-8ISBN　978-4-87582-947-8
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会
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